
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最優秀賞 秋山 唯翔 水切りにおいて水上を跳ねる回数が多くなる石の条件とその投げ方 

優秀賞 

森 良紘 フィボナッチ数列の謎に迫る！ 

河野 光希 商品の色と人間の心理 

藤井 柚寿 桜の開花予報は簡単に誰でもできる？！ 

文室 月七 ホワイトボードマーカーのインクの消え方について 

 

TAKEFU 

SSH NEWS 
『春季課題研究発表会』～未来を生きるために今できること～ 

福井県立武生高等学校 SSH研究推進部  2022.6.16  NO.5 

 6/10（金）６限目葵講堂にて、1年探究進学科学校設定科目「人間生活探究」の一環で、今後の課題研究

の進め方や「新しい社会」について考え、取り組む資質を育成することを目的とし、「春季課題研究発表会」

を実施しました。 

 77名の生徒の論文から以下の優秀５作品が選出され、５分の口頭発表、その後質疑応答が行われました。

１年生でありながらも、まずそのテーマの着眼点の面白さ、仮説・方法・考察の論旨が通っていること等

からも能力の高さがうかがえました。またその後の質疑応答では時間内に終わらないぐらいの質問が出て、

活気ある発表会となりました。また、仁愛大学から西出和彦教授、織田暁子准教授をお招きしアドバイス

もいただきました。今後は夏季の課題研究のためのガイダンス、問いの設定のための説明会などを経て、

更に課題研究がパワーアップしていくことを期待しています。最優秀賞を受賞した生徒の名前とテーマは

以下の通りです。（敬称略） 

【生徒の感想】 

・この研究のためにスーパーに協力してもらった行動力がすごいと思いました。僕にはそこまでする発想はありませんでし

た。また、仮説がしっかりしていて結果でその仮説があっていたのか間違っていたらどこが間違っていたのかがはっきり示

されていてわかりやすかったです。 

・研究をしていくうちに色々な法則性を見つけていて、多角的に物事を見る力があってすごいと思った。発表者に言われて

から気づいた法則が何個もあって、驚くことが多く、すごく勉強になった。次の研究では多角的に物事を見て、進められた

らなと思う。 

・まず、質問できてよかったです。これからも疑問を持つようにして、質問をして成長していきたいです。五人の発表、そ

の内容が着眼点が面白く、世の中には色々な疑問があるのだと思いました。また、発表に対してたくさんの質問が出ていた

のですごいと思いました。実験の結果から考察を更に深めていたので、自分もそれを深めていきたいです。そして、疑問の

持ち方、聞くときの着眼点を他の人の研究などを見るときに意識していきたいです。 


